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(57)【要約】
【課題】カラーフィルタを併用したフィールドシーケン
シャル方式の表示装置において、表示パネルとして、交
流駆動を適正に行う。
【解決手段】データ信号線の左右にスイッチ素子を振り
分けて配置し、更に走査信号線の上下にもスイッチ素子
を振り分けて配置した表示パネルを用い、更に前記表示
パネルを２副画素周期で交流駆動する手段を設ける。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶組成物の配向を制御する液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルに、色の異なる光である第１バックライト光と第２バックライト光
と交互に照射するバックライトと、を備え、
　前記液晶表示パネルは、
　　異なるカラーフィルタをそれぞれ有する隣接する２つの副画素からなる第１画素と、
　　前記第１画素に隣接し、前記異なるカラーフィルタをそれぞれ有する隣接する２つの
副画素からなる第２画素と、を有し、
　　前記第１画素の前記２つの副画素には、基準電位に対して高電位側の階調電圧の電位
差と低電位側の階調電圧の電位差とが交互に書込まれる反転駆動において、同位相の電位
差が書込まれ、
　　前記第２画素の前記２つの副画素には、前記反転駆動において、前記第１画素の位相
とは逆位相であって、同位相の電位差が書込まれる、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１画素の前記２つの副画素と、前記第２画素の前記２つの副画素は、前記液晶表
示パネルの画素トランジスタのソース又はドレインに接続されるデータ信号線に平行な同
一の直線上に並んでいる、ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１画素の前記２つの副画素と、前記第２画素の前記２つの副画素は、前記液晶表
示パネルの画素トランジスタのゲートに接続される走査信号線に平行な同一の直線上に並
んでいる、ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記２つの副画素のうち、ひとつの副画素は、第１バックライト光に対応する階調デー
タをライン毎に順に書込む走査期間である第１フィールドと、第２バックライト光に対応
する階調データをライン毎に順に書込む走査期間である第２フィールドとのうち、いずれ
か一方の走査期間でのみで階調データが書込まれる、ことを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項５】
　前記２つの副画素のカラーフィルタの面積は、前記副画素から発光される色が、前記カ
ラーフィルタを介して発光される期間に基づいて定められる、ことを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶表示パネルにおいて、前記第１バックライト光に対応する階調データをライン
毎に順に書込む走査期間である第１フィールドと、前記第２バックライト光に対応する階
調データをライン毎に順に書込む走査期間である第２フィールドとは、重なりあっている
、ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記バックライトは、照射領域を複数に分け、前記第１バックライト光に対応する階調
データが書き込まれた領域に、前記第１バックライト光を照射し、前記第２バックライト
光に対応する階調データが書き込まれた領域に前記第２バックライト光が照射されるよう
に、前記照射領域を走査するように制御する、ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項８】
　前記バックライトは、前記第１バックライト光の照射期間と前記第２バックライト光の
照射期間との間に、いずれのバックライト光も照射しない消灯期間を設けるように制御す
る、ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は液晶表示装置に関し、より詳しくはフィールドシーケンシャル方式により表示
する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルなどを用いて、画像表示を行う表示装置においてカラー表示を行う方法
として、カラーフィルタ方式とフィールドシーケンシャル方式が知られている。カラーフ
ィルタ方式は、表示装置の画素毎に、特定の色（例えば赤、緑、青の３色）を選択的に透
過するカラーフィルタを設けてカラー表示を実現する方式である。
【０００３】
　一方、フィールドシーケンシャル方式では、カラーフィルタを用いる替わりに、複数色
（例えば赤、緑、青の３色）の画像を時間的に順次切替えて表示することで、カラー表示
を行う。画像の切替えを充分高速に行うと、人間の目にはそれらの画像の色が合成された
フルカラー画像として知覚される。更に、特許文献１や特許文献２には、フィールドシー
ケンシャル方式において、カラーフィルタを併用する方式が提案されている。
【０００４】
　また、液晶表示パネルなどでは、画素に印加する電圧の偏りによる焼きつきの発生を回
避するために、交流駆動が用いられている。交流駆動の方式のひとつとして、データ信号
線に対して、奇数列画素と偶数列画素とを走査信号線毎に交互に接続した千鳥状の構成と
することで、良好な画質を保ちつつ、消費電力を低減する方法が提案されている（特許文
献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２００６－５０１５１３号公報
【特許文献２】特開２００５－３４６０４２号公報
【特許文献３】特開平９－１６１３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、表示パネルとして、従来のカ
ラーフィルタ方式用の液晶表示パネルを用いると、表示画像によっては、反転駆動の際に
液晶表示パネルの画素に保持される電圧に偏りが生じ、横スジなどの画質劣化となり、更
に、焼きつきなどの原因となる。
【０００７】
　また、フィールドシーケンシャル方式では、各色の画像を時分割で表示するため、３種
類の画素（例えば赤、緑、青の３色）を用いた場合には、３倍のリフレッシュレートによ
る駆動が必要となる。しかし、液晶表示パネルのリフレッシュレートを上げると、液晶表
示パネルの１画素あたりに映像信号を供給する時間（以下、「書込み時間」という。）が
短くなり、書込み時間が短くなると、画素に保持される映像信号が、本来の映像信号に対
して充分に追従するための時間を確保できなくなるため、画素電極に十分な電位が保持さ
れず（以下、「書込み不足」という。）、表示パネルの表示が本来の映像信号とは異なっ
たものとなる。その結果、輝度低下などの画質劣化が生じることとなる。
【０００８】
　本発明は、上述の事情を鑑みてしたものであり、カラーフィルタを併用したフィールド
シーケンシャル方式の表示装置において、十分な画質で反転駆動を行うことを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、液晶組成物の配向を制御する液晶表示パネルと、前記液晶表
示パネルに、色の異なる光である第１バックライト光と第２バックライト光と交互に照射
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するバックライトと、を備え、前記液晶表示パネルは、異なるカラーフィルタをそれぞれ
有する隣接する２つの副画素からなる第１画素と、前記第１画素に隣接し、前記異なるカ
ラーフィルタをそれぞれ有する隣接する２つの副画素からなる第２画素と、を有し、前記
第１画素の前記２つの副画素には、基準電位に対して高電位側の階調電圧の電位差と低電
位側の階調電圧の電位差とが交互に書込まれる反転駆動において、同位相の電位差が書込
まれ、前記第２画素の前記２つの副画素には、前記反転駆動において、前記第１画素の位
相とは逆位相であって、同位相の電位差が書込まれる、ことを特徴とする液晶表示装置で
ある。
【００１０】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記第１画素の前記２つの副画素と、前記第２画素の
前記２つの副画素は、前記液晶表示パネルの画素トランジスタのソース又はドレインに接
続されるデータ信号線に平行な同一の直線上に並んでいる、とすることができる。
【００１１】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記第１画素の前記２つの副画素と、前記第２画素の
前記２つの副画素は、前記液晶表示パネルの画素トランジスタのゲートに接続される走査
信号線に平行な同一の直線上に並んでいる、とすることができる。
【００１２】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記２つの副画素のうち、ひとつの副画素は、第１バ
ックライト光に対応する階調データをライン毎に順に書込む走査期間である第１フィール
ドと、第２バックライト光に対応する階調データをライン毎に順に書込む走査期間である
第２フィールドとのうち、いずれか一方の走査期間でのみで階調データが書込まれる、と
することができる。
【００１３】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記２つの副画素のカラーフィルタの面積は、前記副
画素から発光される色が、前記カラーフィルタを介して発光される期間に基づいて定めら
れる、とすることができる。
【００１４】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記液晶表示パネルにおいて、前記第１バックライト
光に対応する階調データをライン毎に順に書込む走査期間である第１フィールドと、前記
第２バックライト光に対応する階調データをライン毎に順に書込む走査期間である第２フ
ィールドとは、重なりあっている、とすることができる。
【００１５】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記バックライトは、照射領域を複数に分け、前記第
１バックライト光に対応する階調データが書き込まれた領域に、前記第１バックライト光
を照射し、前記第２バックライト光に対応する階調データが書き込まれた領域に前記第２
バックライト光が照射されるように、前記照射領域を走査するように制御する、とするこ
とができる。
【００１６】
　また、本発明の液晶表示装置は、前記バックライトは、第１バックライト光の照射期間
と前記第２バックライト光の照射期間との間に、いずれのバックライト光も照射しない消
灯期間を設けるように制御する、とすることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、カラーフィルタを併用したフィールドシーケンシャル方式の表示装置
において、反転駆動を行って十分な画質で良好な画像表示を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置を概略的に示す図である。
【図２】図１の液晶表示パネルの構成を示す図である。
【図３】本実施形態のフィールドシーケンシャル方式において、青（Ｂ）と緑（Ｇ）を表
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示する状態を示す図である。
【図４】本実施形態のフィールドシーケンシャル方式において、青（Ｂ）と赤（Ｒ）を表
示する状態を示す図である。
【図５】液晶表示装置におけるカラーフィルタとバックライトの組み合わせについて示す
表である。
【図６】液晶表示装置の制御構成を概略的に示す図である。
【図７】第１実施形態の液晶表示装置に係る液晶表示パネルの画素構成を示す図である。
【図８】図７の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを示す
タイミングチャートである。
【図９】第１実施形態の液晶表示装置に係るデータ変換回路の構成を示す図である。
【図１０】第１実施形態の液晶表示装置における１画素の構成を示す図である。
【図１１】第１実施形態の液晶表示装置に係るバックライトの構成を示す図である。
【図１２】第１実施形態の液晶表示装置に係るバックライトの変形例について示す図であ
る。
【図１３】バックライトの走査を行わない場合のバックライトの動作について示す図であ
る。
【図１４】液晶表示パネルの走査に同期して、バックライトを走査した場合のバックライ
トの動作について示す図である。
【図１５】第１実施形態に係るバックライトの走査について説明するための図である。
【図１６】第２実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
【図１７】図１６の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図１８】第３実施形態に係る液晶表示装置の走査信号線及びデータ信号線の動作のタイ
ミングを示すタイミングチャートである。
【図１９】液晶表示パネルの走査の比較例について示す図である。
【図２０】液晶表示パネルの走査の比較例について示す図である。
【図２１】液晶表示パネルのトレース駆動による走査について示す図である。
【図２２】第４実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
【図２３】図２２の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図２４】第５実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
【図２５】図２４の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図２６】図２４の画素構成において、トレース駆動を適用しなかった場合の動作の変形
例を示すタイミングチャートである。
【図２７】第６実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
【図２８】図２７の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図２９】第７実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
【図３０】図２９の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図３１】図２９の画素構成において、トレース駆動を適用しなかった場合の動作の変形
例を示すタイミングチャートである。
【図３２】第８実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
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【図３３】図３２の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図３４】第９実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの画素構成を示す図である
。
【図３５】図３４の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを
示すタイミングチャートである。
【図３６】図３４の画素構成において、トレース駆動を適用した場合の動作のタイミング
を示すタイミングチャートである。
【図３７】第１０実施形態に係る液晶表示装置のバックライトの構成を示す図である。
【図３８】図３７のバックライトにおける、バックライト点灯方法を示す図である。
【図３９】３色カラーフィルタ方式の液晶表示装置における画素構成を示す図である。
【図４０】１副画素反転交流を適用した２色カラーフィルタの液晶表示装置における画素
構成を示す図である。
【図４１】交流化駆動のための階調データとデータ電圧の関係を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の実施形態を説明する前に、液晶表示パネルの交流駆動について説明する。図３
９及び図４０は、液晶表示装置に用いる液晶表示パネルの画素構成を示す図である。図３
９は、従来のＲ（赤）、Ｇ（緑）及びＢ（青）の３色カラーフィルタ方式の液晶表示装置
における画素構成の例を示す図である。図３９では、それぞれＲ、Ｇ及びＢの副画素を備
える画素が、縦４×横３に並ぶパネルを例にしている。以下の説明において、液晶表示パ
ネル上の副画素を指定する際、走査信号線に沿って左端からx番目、データ信号線に沿っ
て上端からy番目の副画素をＰ（x，y）として表すこととする。データ信号線と走査信号
線との交点には、各副画素に接続されたＴＦＴが配置されている。図のＤ１～Ｄ１０はデ
ータ信号線、Ｇ１～Ｇ４は走査信号線である。
【００２０】
　図３９では、ｎは１～４として、Ｐ（１，ｎ）がＲ画素、Ｐ（２，ｎ）がＧ画素、Ｐ（
３，ｎ）がＢ画素というように、Ｒ、Ｇ及びＢの３色の副画素をストライプ状に配置して
いる。表示パネルは、印加電圧の偏りに起因する焼きつきを防止するために、正極性と負
極性のデータ電圧を交互に副画素に書き込む必要がある。更にこのとき、走査信号線やデ
ータ信号線のクロストークに起因する画質劣化の発生も回避するために、空間的にも正極
性と負極性の副画素を交互に並べることが一般的である。図３９では、ある時点における
各副画素の極性を＋及び－の符号で示しており、Ｐ（１，１）やＰ（３，１）は正極性、
Ｐ（２，１）やＰ（１，２）は負極性となるように、各副画素の極性は、データ信号線方
向、走査信号線方向共に、１副画素毎に正極性と負極性が交互に、所謂市松模様状に並べ
られている。これは、データ信号線の左右一方にのみＴＦＴを配置するのではなく、走査
信号線毎に、データ信号線の左右に交互にＴＦＴを配置することにより実現されている。
このようにすることにより、画質を維持しつつ、消費電力を低減させることができる。更
にこの極性は、例えば１フレーム毎に反転される。つまり、あるフレームで正極性とした
副画素は、次のフレームで負極性となる。
【００２１】
　上述したように、図３９では、走査信号線方向、データ信号線方向については１副画素
単位、時間方向についてはフレーム単位で交流化を実施しており、フリッカやクロストー
クといった画質劣化のない、良好な表示を得ることができる。
【００２２】
　交流駆動においては、画素電圧の極性を切り替える方式として、フレーム単位で切替る
フレーム反転駆動、隣接データ信号線単位で切替るデータ信号線反転駆動、隣接走査信号
線単位で切替る走査信号線反転駆動、副画素単位で切替るドット反転駆動、など、各種の
交流化駆動方式が提案されている。これらの駆動方式を比較した場合、一般に、画質はド
ット反転駆動が最良であり、データ信号線反転駆動や走査信号線反転駆動はクロストーク



(7) JP 2011-128562 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

の発生、フレーム反転駆動はフリッカの発生などの課題がある。
【００２３】
　一方で、消費電力はフレーム反転駆動が逆に最も小さく、続いてデータ信号線反転駆動
であり、走査信号線反転駆動やドット反転駆動の消費電力はこれら２つよりも大きい。し
かし、上記消費電力は、データ信号線の左右１方のみにＴＦＴを配置した場合であって、
図３９のようにデータ信号線の左右に交互にＴＦＴを配置すると、データ信号線反転交流
によって、ドット反転駆動を実現できる。
【００２４】
　図３９のデータ信号線Ｄ１、Ｄ２及びＤ３を例にとって説明すると、走査信号線Ｇ１の
選択時は、データ信号線Ｄ２はＴＦＴを介して副画素Ｐ（２，１）に接続される。以降同
様に、走査信号線Ｇ２の選択時は副画素Ｐ（１，２）に、走査信号線Ｇ３の選択時は副画
素Ｐ（２，３）に、走査信号線Ｇ４の選択時は副画素Ｐ（１，４）に接続される。これら
の副画素の極性は全て負極性である。更に、データ信号線Ｄ２に隣接するデータ信号線Ｄ
１及びＤ３に接続される副画素は全て正極性である。すなわち、各データ信号線の極性は
、１フレーム期間の間、同一極性のみとなる。これは、データ信号線駆動回路にとっては
、データ信号線反転駆動に相当する。しかし、これらの副画素は走査信号線毎にデータ信
号線の左右に交互に配置されているため、結果として、表示パネル上には、ドット反転駆
動が実現されることとなる。以上説明したように、データ信号線の左右に交互にＴＦＴを
配置することで、消費電力をデータ信号線反転駆動相当に維持したまま、ドット反転駆動
の画質を実現することができる。
【００２５】
　図４１は、表示パネルの交流化駆動のための、階調データとデータ電圧の関係の例を示
すグラフである。データ信号線には、入力された階調データに基づいて、正負の極性に対
応したデータ電圧が印加される。具体的には、表示パネルにおいて表示可能な階調データ
の最小値をＤmin、最大値をＤmaxとすると、正極性では階調データＤminに対してデータ
電圧Ｖminを対応づけ、階調データＤmaxに対してデータ電圧＋Ｖmaxを対応づける。一方
、負極性では、ＤminとＶminを、Ｄmaxと－Ｖmaxを対応づける。つまり、Ｄmin≦Ｄx≦Ｄ
maxを満たす階調データＤxに対しては、正極性ではデータ電圧＋Ｖxが、負極性ではデー
タ電圧－Ｖxを対応づけられる。このとき、図４１のグラフに示されるように、－Ｖmax≦
－Ｖx≦Ｖmin≦＋Ｖx≦＋Ｖmaxの関係が成り立つ。なお、図４１に示す特性カーブは、表
示パネルの特性に基づき、階調データに対応した所望の表示輝度が得られるように、予め
適切に設定されている。
【００２６】
　図４０は、図３９の３色のカラーフィルタを備えた表示装置に適用した１副画素反転交
流を、そのままＢ（青）及びＹ（黄）の２色のカラーフィルタを備えた表示装置に適用し
た場合について示している。なお、２色のカラーフィルタを用いたカラー表示については
、第１実施形態において説明する。図４０では、副画素Ｐ（１，１）はＹ画素、副画素Ｐ
（２，１）はＢ画素、副画素Ｐ（３，１）はまたＹ画素となるように、２色カラーフィル
タの副画素をストライプ状に配置している。また、図３９と同様に、正極性と負極性の副
画素が１副画素毎に市松模様状に並んでいる。
【００２７】
　しかし、画面全体に青単色のベタ表示をするケースを考えると、副画素Ｐ（２，１）や
副画素Ｐ（４，１）などのＢ画素は、青の表示データに対応した、正負の極性の電圧が交
互に書き込まれる。例えば、図４１のグラフに示したように、階調データがＤmaxであれ
ば、データ電圧は＋Ｖmax及び－Ｖmaxとなる。
【００２８】
　この青単色表示においては、副画素Ｐ（１，１）や副画素Ｐ（３，１）のＹ画素は、階
調データが最小値Ｄminである。このとき、データ電圧は正極性、負極性問わずに共通で
Ｖminであるため、走査信号線Ｇ１及びＧ２に着目すると、走査信号線Ｇ１では、データ
電圧＋Ｖmax、Ｖminの副画素のみが交互に並ぶのに対し、走査信号線Ｇ２では、データ電
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圧－Ｖmax、Ｖminの副画素のみが交互に並ぶ。走査信号線Ｇ１及びＧ２は、共に同じデー
タを表示しているのにも関わらず、走査信号線Ｇ１は正極性に偏り、走査信号線Ｇ２は負
極性に偏ることとなる。すなわち、走査信号線方向に交流化が正常に実現されず、横スジ
状の画質劣化となって知覚されることとなる。したがって、従来の１画素反転交流は、表
示品質の点において、２色カラーフィルタ方式には適用することは難しい。
【００２９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、図面において、
同一又は同等の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００３０】
［第１実施形態］
　図１には、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置１００が概略的に示されている。こ
の図に示されるように、液晶表示装置１００は、上フレーム１１０及び下フレーム１２０
に挟まれるように固定された液晶表示パネル２００及びバックライト３６０等から構成さ
れている。
【００３１】
　図２には、図１の液晶表示パネル２００の構成が示されている。液晶表示パネル２００
は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）基板２３０とカラーフィルタ基
板２２０の２枚の基板を有し、これらの基板の間には液晶組成物が封止されている。ＴＦ
Ｔ基板２３０には、走査信号線駆動回路３３０により制御される走査信号線、及びデータ
信号線駆動回路３２０により制御されるデータ信号線が張り巡らされ、これらの信号線は
副画素３１１を形成している。なお、液晶表示パネル２００は、その表示の解像度に対応
する数の画素を有するが、図が煩雑になるのを避けるため、簡略化して示している。
【００３２】
　図３及び図４は、液晶表示装置１００のカラー表示を説明するための図である。液晶表
示装置１００はフィールドシーケンシャル方式によるカラー表示を行う装置であり、カラ
ーフィルタ基板２２０の一画素３１２は、青（Ｂ）の第１カラーフィルタ２２２と黄（Ｙ
）の第２カラーフィルタ２２４の２色を備える。バックライト３６０は、色の異なる第１
バックライト光１３１と第２バックライト光１３２の２色を切替えて発光する構成であり
、第１バックライト光１３１と第２バックライト光１３２は、互いの発光スペクトルの一
部がオーバーラップし、更に第１カラーフィルタ２２２が透過する光のスペクトルともオ
ーバーラップするように選択する。本実施形態では、第１バックライト光１３１をシアン
（Ｃ）とし、第２バックライト光１３２をマゼンダ（Ｍ）としている。
【００３３】
　図３は、青（Ｂ）と緑（Ｇ）を表示する状態を示す図である。この状態では、バックラ
イト３６０は、第１バックライト光１３１のシアンで発光させ、シアンのバックライト光
は、青のカラーフィルタ２２２を透過すると青の透過光となり、黄のカラーフィルタ２２
４を透過すると緑の透過光となる。
【００３４】
　図４は、青（Ｂ）と赤（Ｒ）を表示する状態を示す図である。この状態では、バックラ
イト３６０は、第１バックライト光１３１のマゼンダで発光させ、マゼンダのバックライ
ト光は、青のカラーフィルタ２２２を透過すると青の透過光となり、黄のカラーフィルタ
２２４を透過すると赤の透過光となる。
【００３５】
　上述したような原理により、液晶表示装置１００は、２種のカラーフィルタと２種のバ
ックライト光を組み合わせることで、３原色の表示を行い、フルカラー表示を行っている
。
【００３６】
　なお、上述したカラーフィルタの色とバックライトの光の色の組合せは一例であり、本
発明の液晶表示装置はこれに限るものではない。例えば、第１カラーフィルタ２２２を赤
、第２カラーフィルタ２２４をシアン、第１バックライト光１３１をマゼンダ、第２バッ
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クライト光１３２を黄としても良い。あるいは例えば、第１カラーフィルタ２２２を緑、
第２カラーフィルタ２２４をマゼンダ、第１バックライト光１３１を黄とし、第２バック
ライト光１３２をシアンとしても良い。
【００３７】
　図５は、液晶表示装置１００におけるカラーフィルタとバックライトの組み合わせにつ
いて示す表である。第１カラーフィルタ２２２は、青のスペクトル成分を含むように構成
されているため、第１カラーフィルタ２２２の色は青となる。一方、第２カラーフィルタ
２２４は、緑及び赤のスペクトル成分を含むように構成されるため、第２カラーフィルタ
２２４の色は黄となる。
【００３８】
　第１バックライト光１３１は、青のスペクトル成分及び緑のスペクトル成分を主に含む
ように構成されるため、第１バックライト光１３１の発光色はシアンとなる。また、第２
バックライト光１３２は、青のスペクトル成分及び赤のスペクトル成分を主に含むように
構成されるため、第２バックライト光１３２の発光色はマゼンダとなる。
【００３９】
　第１バックライト光１３１と第１カラーフィルタ２２２とを組合せると、主に青のスペ
クトル成分のみが透過される。同様に、第１バックライト光１３１と第２カラーフィルタ
２２４とを組合せると、主に緑のスペクトル成分のみが透過される。同様に、第２バック
ライト光１３２と第１カラーフィルタ２２２とを組合せると、主に青のスペクトル成分の
みが透過される。同様に、第２バックライト光１３２と第２カラーフィルタ２２４とを組
合せると、主に赤のスペクトル成分のみが透過される。
【００４０】
　ここでバックライト光の光源としては、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いること
ができる。例えば３色のＬＥＤを光源として用いてバックライトを構成することができる
。この場合、例えば赤、緑、青の３色のＬＥＤを用いてバックライトを構成する。緑と青
のＬＥＤを同時に発光させて第１バックライト光１３１のシアンとし、また、赤と青のＬ
ＥＤを同時に発光させて第２バックライト光１３２のマゼンダとするのが好ましい。この
場合、赤、緑、青のＬＥＤの発光強度を個別に制御することが可能であり、色合いの調整
の自由度が高い、という特長がある。
【００４１】
　あるいは、２色のＬＥＤを光源として用いてバックライトを構成することができる。こ
の場合、例えば、第１バックライト光１３１の光を発光するシアンのＬＥＤと、第２バッ
クライト光１３２の光を発光するマゼンダのＬＥＤとを用いるのが好ましい。ここでシア
ン、マゼンダのＬＥＤの構成例としては、ＬＥＤチップの材料を選択して所望の発光色を
得るように構成しても良い。あるいは、例えば青色ＬＥＤチップと蛍光体とを組み合わせ
て所望の発光色を得るように構成しても良い。例えば、青色ＬＥＤチップと緑色蛍光体を
組み合せれば、シアンの発光となる。また、青色ＬＥＤチップと赤色蛍光体を組合せれば
、マゼンダの発光となる。
【００４２】
　一般的に、ＬＥＤチップは、発光色毎にその構成材料が異なるため、温度－輝度特性や
寿命が異なる。複数色のＬＥＤチップを組合わせて発光させる場合、例えば、温度上昇に
伴って得られる色が変化（色シフト）することとなる。表示装置としては、色シフトの発
生は好ましくないため、特性を補償するように、個別のＬＥＤの発光強度を調節して、発
光色を一定に保つ制御を取り入れる必要があるが、この制御は、ＬＥＤ数が増えるほど難
易度は増すため、３色のＬＥＤを使用する方式に比べ、２色のＬＥＤを使用する方式の方
が、より容易にバックライトを構成できると共に、部品の種類を減らすことができ、管理
コストなどが削減できる。更に、青色ＬＥＤと緑色ないし赤色の蛍光体を組合わせる方式
の場合、両者に用いる青色ＬＥＤチップを同一種とすることで、両者の温度特性などを均
一にすることができ、更に制御が容易となる。
【００４３】
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　なお、青色ＬＥＤを用いるほかに、近紫外発光のＬＥＤチップと蛍光体を組合わせるＬ
ＥＤを用いることもできる。
【００４４】
　図６には液晶表示装置１００の制御構成が概略的に示されている。液晶表示装置１００
は、データ変換回路３５０と、タイミング制御回路３４０と、データ信号線駆動回路３２
０と、走査信号線駆動回路３３０と、液晶表示パネル２００と、バックライト駆動回路３
７０と、バックライト３６０とを備えている。液晶表示装置１００は、入力表示データ３
８２と、入力制御信号群３８１の入力を受け付け、液晶表示パネル２００並びにバックラ
イト３６０を駆動する機能を備える。入力制御信号群３８１は、例えば１フレーム期間（
１画面分を表示する期間）を規定する垂直同期信号、１水平走査期間（１ライン分を表示
する期間）を規定する水平同期信号、表示データの有効期間を規定するデータ有効期間信
号、及び表示データと同期した基準クロック信号等で構成される。入力表示データ３８２
及び入力制御信号群３８１は、外部の信号発生回路（不図示）から液晶表示装置１００へ
入力される。
【００４５】
　データ変換回路３５０は、入力表示データ３８２を液晶表示パネル２００用の変換表示
データ３５２に変換する。入力表示データ３８２は、Ｒ、Ｇ及びＢの３原色のデータで構
成されることが一般的である。一方、液晶表示パネル２００は、前述のとおり、２色のカ
ラーフィルタから構成されるため、そのままでは入力表示データ３８２を表示することが
できない。そこで、データ変換回路３５０は、入力表示データ３８２を液晶表示パネル２
００に適した変換表示データ３５２に変換して出力する機能を備える。
【００４６】
　また、液晶表示装置１００は、フィールドシーケンシャル方式を用いているため、１つ
のフレームにおいて、複数の書込走査期間であるフィールドを構成して表示する。例えば
フィールド数が２であれば、表示パネルのリフレッシュレートは入力表示データのフレー
ム周波数の２倍となる。このとき、入力表示データのフレーム周波数が６０Ｈｚであれば
、表示パネルは１２０Ｈｚ以上で駆動することとなる。そのため、データ変換回路３５０
は、入力表示データ３８２のフレーム周波数を変換する機能も併せて備える。更にデータ
変換回路３５０は、変換表示データ３５２に同期した変換制御信号群３５１を生成する。
【００４７】
　変換制御信号群３５１は、変換表示データ３５２の１フレーム期間を規定する垂直同期
信号、１水平走査期間を規定する水平同期信号、変換表示データ３５２の有効期間を規定
する表示データ有効期間信号、変換表示データ３５２と同期したクロック信号、及びフィ
ールドの順番を識別するフィールド識別信号等で構成される。
【００４８】
　タイミング制御回路３４０は、データ変換回路３５０から出力された変換制御信号群３
５１と変換表示データ３５２とを入力として受け付ける。そして、変換制御信号群３５１
と変換表示データ３５２とから、データ信号線駆動回路３２０を制御するためのデータ信
号線駆動回路制御信号群３４１と、出力表示データ３４２と、走査信号線駆動回路３３０
を制御するための走査信号線駆動回路制御信号群３４３と、バックライト駆動回路３７０
を制御するためのバックライト制御信号群３４４を生成する回路である。
【００４９】
　走査信号線駆動回路制御信号群３４３は、例えば１ラインの走査信号線選択期間を規定
するシフト信号、先頭ラインの走査開始を規定する垂直スタート信号等で構成される。
【００５０】
　データ信号線駆動回路３２０は、表示階調の数に対応した電位を生成すると共に、出力
表示データ３４２に対応した１レベルの電位を選択し、データ電圧３２１をデータ信号線
Ｄに印加する。
【００５１】
　走査信号線駆動回路３３０は走査信号線駆動回路制御信号群３４３に基づき走査信号線



(11) JP 2011-128562 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

選択信号３３１を生成し、液晶表示パネル２００の走査信号線Ｇへ出力する。
【００５２】
　液晶表示パネル２００の副画素３１１は、ソース電極、ゲート電極、ドレイン電極から
なるＴＦＴ（Thin Film Transistor）と、液晶層、対向電極から構成される。走査信号を
ゲート電極に印加することでにＴＦＴのスイッチング動作を行い、ＴＦＴが開状態ではデ
ータ電圧がソース電極を介して液晶層の一方と接続したドレイン電極に書き込まれ、閉状
態ではドレイン電極に書き込まれた電圧が保持される。このドレイン電極の電圧をＶｄと
し、対向電極電圧をＶｃｏｍとする。液晶層は、ドレイン電極電圧Ｖｄと対向電極電圧Ｖ
ｃｏｍの電位差に基づき偏光方向を変えると共に、液晶層の上下に配置された偏光板を介
することで、裏面に配置されたバックライト３６０からの透過光量が変化し階調表示を行
う。
【００５３】
　バックライト３６０は、液晶表示パネル２００を照明する機能を備える。また、バック
ライト３６０は、色の異なる２種のバックライト光を切替えて照明可能な構成である。バ
ックライト３６０は、光源として例えばＬＥＤ（発光ダイオード）、ＣＣＦＬ（冷陰極管
や、ＨＣＦＬ（熱陰極管）、を用いることができる。またバックライト３６０は、拡散シ
ート、プリズムシート、輝度上昇シートといった各種光学シートを組み合わせて構成する
ことができる。バックライト駆動回路３７０は、バックライト制御信号群３４４に基づい
てバックライト３６０を駆動する機能を備えた回路であり、バックライト駆動信号群３７
１を出力する。
【００５４】
　図７は液晶表示パネル２００の画素構成を示す図である。なお、図７では説明の簡略化
のために、縦に４画素、横に４画素（副画素は８）の解像度を持つ表示パネルを示してい
るが、本発明を適用する表示装置の解像度は、これに限定するものではない。より大きな
解像度、例えば所謂フルＨＤ（High Definition）である、縦１０８０画素、横１９２０
画素（副画素は３８４０）の解像度を持つ表示パネルとすることもできる。あるいは他の
解像度でも良い。
【００５５】
　図４０の例では、走査信号線方向、データ信号線方向共に１副画素単位（周期は２副画
素）で交流化していたが、液晶表示装置１００では、図７に示すように、走査信号線に沿
った方向には２副画素単位（周期は４副画素）、データ信号線に沿った方向には１副画素
単位（周期は２副画素）で交流化している。このような交流化を実現することにより、図
４０の画素構成において課題であった、単色表示時の横スジの発生を抑制することができ
る。
【００５６】
　例えば、画面全体に青単色のベタ表示をするケースでは、Ｂ画素Ｐ（１，１）では正極
性となり、Ｂ画素Ｐ（３，１）では負極性のデータ電圧となる。このように、走査信号線
Ｇ１及びＧ２共に、接続されたＢ画素の極性は交互に正負両方の極性となり、一方の極性
に偏ることなく、バランスがとれた交流駆動を実施することができ、横スジなどの画質劣
化を生じることなく良好な表示品質を得ることができる。
【００５７】
　さらに、液晶表示装置１００では、低消費電力化とコストアップの抑制を目的に、液晶
表示パネル２００の画素構成を、図４０の画素構成とは異なったものとしている。
【００５８】
　ＴＦＴをデータ信号線の左右に走査信号線毎に交互に配置することでデータ信号線反転
交流駆動を適用して消費電力を低減する点は共通である。つまり、例えばデータ信号線Ｄ
２には、副画素Ｐ（１，２）、Ｐ（２，２）、Ｐ（１，４）、Ｐ（２，４）に接続するト
ランジスタを設置している。その一方で、走査信号線に接続するＴＦＴの配置が異なって
いる。
【００５９】
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　図４０の画素配置では、各走査信号線の下側にＴＦＴを配置している。これに対し、図
７の画素配置では、各走査信号線の上下にＴＦＴを配置し、更に２副画素毎に上下の位置
を入替えている。例えば走査信号線Ｇ２には、副画素Ｐ（１，２）、Ｐ（２，１）、Ｐ（
３，１）、Ｐ（４，２）、Ｐ（５，２）に接続されるトランジスタを設置している。
【００６０】
　図４０の画素配置のように、走査信号線の下側にＴＦＴを並べて配置した場合、そのま
までは２副画素単位での交流化はできない。これは次の理由による。
【００６１】
　データ信号線を駆動するためのデータ信号線駆動回路３２０は、回路規模の削減を目的
として、正極性のデータ電圧を生成する第１の電圧生成回路と、負極性のデータ電圧を生
成する第２の電圧生成回路がデータ信号線１本毎に交互に配置され、極性信号に基づいて
両者を相互に入替えるスイッチを介してデータ信号線に接続する構成とする手法が広く採
られている。このようなデータ信号線駆動回路では、データ信号線の極性は、正、負、正
、負、・・・のように１データ信号線単位（周期は２データ信号線）で反転している。こ
れに対し、図７に示す２副画素単位での交流化では、副画素の極性は走査信号線に沿う方
向で、正、正、負、負・・・のように２副画素単位で反転させる必要がある。上記のデー
タ信号線駆動回路３２０のデータ信号線の反転単位と異なるため、そのままでは接続する
ことができず、２副画素交流用のデータ信号線駆動回路を新たに設計する必要が生じ、コ
ストアップ要因となる。
【００６２】
　しかし、図７に示すように、走査信号線の上下にＴＦＴを設け、２副画素単位で上下の
位置を入替える構成とすれば、２副画素単位での交流化を実現するにあたって、図４０の
画素配置で使用したデータ信号線駆動回路を適用することができ、コストアップを抑える
ことができる。
【００６３】
　上記のような構成とすることで、２副画素単位での交流化による高画質化、データ信号
線反転駆動による低消費電力化、及び従来のデータ信号線駆動回路を流用することによる
コストアップの抑制の効果を得ることができる。
【００６４】
　図８は、図７の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミングを示
すタイミングチャートである。垂直同期信号、極性信号、データ信号線Ｄ１～Ｄ５、走査
信号線Ｇ１～Ｇ５の動作が示されている。垂直同期信号は、前述のとおり、入力表示デー
タの１フレーム期間を規定する信号である。極性信号は、データ信号線駆動回路制御信号
群３４１のうちのひとつであり、表示パネルの極性を規定する信号である。本極性信号に
基づき、データ信号線駆動回路３２０は、データ信号線毎に、極性を決定する。
【００６５】
　図８では、極性信号がＨｉｇｈであるときは、奇数番号のデータ信号線（Ｄ１、Ｄ３等
）が正極性となり、偶数番号のデータ信号線（Ｄ２、Ｄ４等）が負極性となる。極性信号
がＬｏｗであるときは、反対に奇数番号のデータ信号線が負極性となり、偶数番号のデー
タ信号線が正極性となる。このように、極性信号を制御することにより、時間方向の交流
化を行うことができる。なお、フレーム反転駆動では、極性信号は１フレーム毎に反転す
る。同様に、データ信号線反転駆動では、極性信号は１フレーム毎に、走査信号線反転駆
動並びにドット反転駆動では、極性信号は走査信号線の選択期間毎に反転する。この極性
信号の反転頻度が小さいほど、画素の充放電が減るため、消費電力は小さくなる。このと
き、フリッカ防止並びに消費電力低減の観点から、第１フィールドと第２フィールドで、
極性を同じとすることが好ましい。
【００６６】
　垂直同期信号によって規定される１フレーム期間（時刻ｔ１～ｔ１１）において、第１
バックライト光１３１に対応する階調データを書込む走査期間である第１フィールド（時
刻ｔ１～ｔ６）と、第２バックライト光１３２に対応する階調データを書込む走査期間で
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ある第２フィールド（時刻ｔ６～ｔ１１）がある。図８のタイミングチャートでは、第１
フィールド期間においては、Ｂ画素にデータＢを、Ｙ画素にデータＹＧを書込み、バック
ライトをＣ（シアン）で点灯させ、青と緑を表示する。また、第２フィールド期間におい
ては、Ｂ画素にデータＢを、Ｙ画素にデータＹＲを書込み、バックライトをＭ（マゼンタ
）で点灯させ、青と赤を表示する。
【００６７】
　データの書込みは、第１フィールド期間、第２フィールド期間のそれぞれにおいて、表
示パネルの表示を少なくとも１回、更新（リフレッシュ）される。具体的には、各フィー
ルド期間内に、走査信号線Ｇ１～Ｇ５の各々を少なくとも１回ずつ、順次選択し、各走査
信号線に接続した各副画素について、走査信号線の選択期間に、データ信号線Ｄ１～Ｄ９
からデータ電圧を供給する（書き込む）。例えば、時刻ｔ１～ｔ２には走査信号線Ｇ１を
選択し、時刻ｔ２～ｔ３には走査信号線Ｇ２を選択し、以降、各走査信号線に対して同様
の操作を繰り返す。同時に、各時刻において、各データ信号線に、対応する副画素のデー
タ電圧を供給する。図８では、データ信号線から供給されるデータ電圧の種別を、網掛け
並びに斜線で区別している。
【００６８】
　図７のデータ信号線には、表示パネルの上下左右４辺に、走査信号線との交点にＴＦＴ
を配置しないデータ信号線が存在する。走査信号線の選択時において、ＴＦＴが配置され
ていないデータ信号線には表示に使用しないダミーのデータ電圧を供給する。あるいは、
上下左右４辺の更に外周に、表示に利用しないダミーの副画素を用意し、ＴＦＴを配置し
ないデータ信号線には、ダミーの副画素を接続し、更にダミーのデータ電圧を供給する構
成とすることができる。例えば、時刻ｔ１～ｔ２には、走査信号線Ｇ１を選択し、同時に
データ信号線Ｄ１には副画素Ｐ（１，１）、データ信号線Ｄ４には副画素Ｐ（４，１）、
データ信号線Ｄ５には副画素Ｐ（５，１）、データ信号線Ｄ８には副画素Ｐ（８，１）の
データ電圧を供給する。一方、データ信号線Ｄ２、Ｄ３、Ｄ６及びＤ７には、ダミーのデ
ータ電圧を供給する。
【００６９】
　このように、液晶表示装置１００では、図７を用いて説明した画素構成を採ることで、
図４０の構成での課題のひとつであった、単色ベタ表示時の横スジといった画質低下を発
生させることなく、データ信号線反転駆動を実現し、低消費電力化と高画質化を両立する
ことができる。
【００７０】
　図９は、データ変換回路３５０の構成を示す図である。データ変換回路３５０は、入力
表示データ３８２を液晶表示パネル２００用の変換表示データ３５２に変換する。データ
変換回路３５０は、ｎ倍速変換回路７１０、フレームメモリ７２０、フィールドカウンタ
７３０、ラインカウンタ７４０、ドットカウンタ７５０、ラインメモリ７６０、セレクタ
７７０及び演算回路７８０から構成される。
【００７１】
　ｎ倍速変換回路７１０は、フィールドデータを生成するために、入力表示データ３８２
のフレーム周波数をｎ（ｎは２以上の自然数）倍化したｎ倍速表示データ７１２を生成し
て出力する。ここで、例えばｎ＝２である。データのｎ倍速化は、例えば、フレームメモ
リ７２０に１回書き込んだ入力表示データ３８２を、１フレーム期間にｎ回読み出すこと
で実現できる。また、ｎ倍速変換回路７１０は、変換制御信号群３５１を生成する。
【００７２】
　フィールドカウンタ７３０は、変換制御信号群３５１から、ｎ倍速表示データ７１２の
フィールドを識別するためのフィールドカウンタ値７３１を生成するカウンタ回路である
。ラインカウンタ７４０は、変換制御信号群３５１から、ｎ倍速表示データ７１２の垂直
位置、すなわちラインの位置を識別するためのラインカウンタ値７４１を生成するカウン
タ回路である。ドットカウンタ７５０は、変換制御信号群３５１から、ｎ倍速表示データ
７１２の水平位置、すなわちドット（画素）の位置を識別するためのドットカウンタ値７
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５１を生成するカウンタ回路である。
【００７３】
　ラインメモリ７６０は、少なくとも１ライン分のｎ倍速表示データを格納可能なライン
メモリであり、ｎ倍速表示データをライン単位で遅延させたライン遅延ｎ倍速表示データ
７６１を保持する。ライン遅延ｎ倍速表示データ７６１、例えば１ライン前のｎ倍速表示
データ７１２の値を参照するために用いる。
【００７４】
　セレクタ７７０は、フィールドカウンタ値７３１、ラインカウンタ値７４１、ドットカ
ウンタ値７５１を用いて、ｎ倍速表示データ７１２とライン遅延ｎ倍速表示データ７６１
の中から、表示すべき画素のデータを選択し、並替表示データ７７１として出力する。こ
こで、画素データの選択は、画素データの並び替えに相当する。ここで、データの選択、
すなわちデータの並び替えにあたっては、表示パネルの画素構成に基づいて、適切な画素
データが出力されるように、セレクタのデコーダ回路を構成する。
【００７５】
　演算回路７８０は、並替表示データ７７１に対して色変換処理を行って変換表示データ
３５２を生成して出力する。
【００７６】
　色変換処理は、例えば、並替表示データ７７１のＲＧＢデータを各々の輝度値に変換す
るγ変換、ＲＧＢの各輝度値を表示パネルに合わせて重み付け計算して、各画素が出力す
べき輝度値を再計算するマトリクス変換、マトリクス変換した輝度値を、表示パネルのγ
特性に沿って変換表示データ３５２に戻す逆γ変換、などの変換処理によって構成するこ
とができる。
【００７７】
　図１０は、液晶表示装置１００における１画素の構成を示す図である。液晶表示装置１
００において、１つの画素は２つの副画素から構成される。一方の副画素は第１カラーフ
ィルタを備えた第１副画素８１０である。他方の副画素は第２カラーフィルタを備えた第
２副画素８２０である。このとき、第１副画素８１０と第２副画素８２０の面積をｐ：ｑ
とすると、ｐ：ｑ≠１：１となるように構成することができる。より具体的には、液晶表
示装置１００ではｐ：ｑ=１：２となるように構成することが好ましい。
【００７８】
　図１０に示される通り、第１副画素８１０をＢ、第２副画素８２０をＹとして説明する
。第２副画素８２０は、第１フィールドと第２フィールドで異なる色を発色する。第１バ
ックライト光１３１がＣ（シアン）であるため、第１フィールドではＧを発色し、第２バ
ックライト光１３２がＭ（マゼンタ）であるため、第２フィールドではＲを発色する。一
方、第１副画素８１０は、第１フィールド、第２フィールド共にＢを発色する。これは、
ＲＧＢ各色で発光期間が異なることを示す。
【００７９】
　第１フィールドと第２フィールドの期間をそれぞれｕ、ｖとすると、発光期間の比率は
、Ｒ：Ｇ：Ｂ=ｕ：ｖ：ｕ+ｖとなる。ここで、例えばｕ：ｖ=１：１とすれば、Ｒ：Ｇ：
Ｂ=１：１：２となり、Ｒ及びＧの発光期間はＢの発光期間の１／２となる。これは、単
純にはＲ及びＧの発光強度がＢの発光強度の１／２となることを示す。しかし、このこと
は表示装置の発光色のバランスをとって色温度を調整する上で好ましくない。
【００８０】
　これに対し、第１副画素８１０と第２副画素８２０の面積を変更すると、この問題を解
決できる。各画素の発光強度は、副画素の面積と発光時間の積となる。具体的には、Ｒ：
Ｇ：Ｂ=ｕ×ｑ：ｖ×ｑ：（ｕ+ｖ）×ｐである。このとき、上記のように、ｕ：ｖ=１：
１、ｐ：ｑ=１：２とすると、Ｒ：Ｇ：Ｂ=１×２：１×２：（１+１）×１=２：２：２と
なり、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色の発光強度を均等とし、バランスをとることができる。
【００８１】
　なお、本発明の副画素の面積比は、この面積比に限定するものではない。２種のカラー
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フィルタのスペクトル分布や、２種のバックライト光のスペクトル分布によっては、この
面積比以外とした方が色温度の調整の容易となったり、透過輝度の強度が高くなるケース
もある。そのようなケースでは所望の特性が得られるよう、ｕ、ｖ、ｐ及びｑを上述の値
以外に積極的に変更することが好ましい。
【００８２】
　例えば概ねｐ：ｑ=１：１となるように構成しても良いし、他の比率で構成しても良い
。また、第１フィールドと第２フィールドの長さの比ｕ：ｖは、必ずしも１：１に限定す
るものではない。また、例えば表示パネルの全面にわたって白やグレーなどの無彩色のモ
ノクローム画像を表示する場合など、特定パタンの入力表示データを表示する場合は、１
フレーム期間を２つのフィールドに分割することをせず、２種のバックライト光を同時に
発光するように構成することもできる。この場合、第１バックライト光１３１及び第２バ
ックライト光１３２双方の発光時間が２倍となるため、発光強度が強まる。これにより、
例えば全面白表示時の最大輝度を向上させることができる。
【００８３】
　あるいは、例えば赤か緑のいずれか一方の表示を一切含まない入力表示データを表示す
る際は、１フレーム期間全てを第１もしくは第２フィールドとして取り扱い、他方のフィ
ールドを設けないように構成することもできる。例えば全面緑ベタ画像の表示時などは、
赤を表示する必要がないため、第２フィールドは不要となる。そのため、１フレーム期間
全てを第１フィールドとして取扱うことができる。この場合、第１フィールドの期間が延
びるため、第１バックライト光１３１の強度が強まる。その結果、画像の輝度が向上した
り、発色が鮮やかになる、という効果が得られる。
【００８４】
　図１１は、バックライト３６０の構成を示す図である。バックライト３６０は、光源を
表示パネルの直下に並べる所謂直下型のバックライトであり、更に光源として、ＬＥＤ（
発光ダイオード）を用いている。バックライト３６０は、フレーム２１００上に、ＬＥＤ
を格子状に並べて構成している。
【００８５】
　このとき、第１バックライト光１３１を出力するＬＥＤ２１０１と、第２バックライト
光１３２を出力するＬＥＤ２１０２の２種のＬＥＤを混合して配置する。その際、輝度や
色のムラの発生をなくすため、２種のＬＥＤを千鳥状に並べるのが好ましい。あるいは、
１つのパッケージで第１バックライト光１３１及び第２バックライト光１３２の２つのバ
ックライト光を発光できるＬＥＤを用いることもできる。この場合、２種のパッケージを
混合して並べる必要はないため、単純に格子状に並べることができる。
【００８６】
　なお、図１１は、左右方向に隣接するＬＥＤの間隔xaと上下方向に隣接するＬＥＤの間
隔yaが略等しい場合の例であるが、図１２に示されるように、左右方向に隣接するＬＥＤ
の間隔xbと上下方向に隣接するＬＥＤの間隔ybが異なっていてもよい。このとき、同色の
ＬＥＤが正三角形の頂点に配置されるように、xb，ybを調整することが好ましい。
【００８７】
　また、バックライト３６０は、縦方向に複数の領域に分割して点灯／消灯制御をできる
ように構成することが好ましい。図１１では、バックライトを４つの領域２１１０、２１
２０、２１３０及び２１４０に分割した場合について示している。更に、液晶表示パネル
２００の走査に同期して、複数の領域を順次点灯する、所謂走査が可能なように構成する
ことが好ましい。この理由について、図１３を用いて説明する。
【００８８】
　図１３及び図１４は、液晶表示パネル２００の走査とバックライト３６０の走査の比較
例を示す図である。ここで、図１３は、バックライトを分割せず、バックライトの走査を
行わない場合の比較例である。横軸は時間であり、縦軸は、表示パネルの走査位置とバッ
クライトの点灯タイミングが示されている。また、垂直同期信号を併記している。
【００８９】
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　時刻ｔ１～ｔ５を第１フィールドとして表示パネルに第１フィールドデータを書き込み
、第１バックライト光１３１で照明する。また、時刻ｔ５～ｔ９を第２フィールドとして
表示パネルに第２フィールドを書き込み、第２バックライト光１３２で照明する。図中、
第１バックライト光１３１の点灯期間と第２バックライト光１３２の点灯期間は網掛けの
有無で示されている。
【００９０】
　このとき、画面最上段では、液晶表示パネル２００とバックライト光は、適切に対応す
るため、正常にカラー表示が行える。しかし、表示パネルの走査には時間を要するため、
例えば画面最上段では、表示パネルとバックライト光の対応がとれなくなる。例えば、時
刻ｔ５～ｔ９においては、表示パネルは第１フィールドデータを表示している一方で、バ
ックライトは第２バックライト光１３２で照明している。このため、正常なカラー表示が
行えない。これは、バックライトを一括して同時に発光を切り替えていることが原因であ
る。
【００９１】
　図１４は、液晶表示パネルの走査に同期して、バックライト３６０を走査した場合の比
較例である。ここでは、図１１及び図１２を用いて説明したように、バックライトは縦方
向に４分割されている。この場合には、バックライトの最上段の領域では、時刻ｔ１～ｔ
５に第１バックライト光１３１で照明し、時刻ｔ５～ｔ９には第２バックライト光１３２
で照明する。一方、上から２番目の領域では、時刻ｔ２～ｔ６に第１バックライト光１３
１で発光し、時刻ｔ６～ｔ１０に第２バックライト光１３２で照明する。以降、同様に、
領域ごとに発光タイミングをずらす。このように構成することで、画面の下段でも液晶表
示パネルの走査とバックライト光の対応がとれるようになるため、比較的正常なカラー表
示を行うことができる。
【００９２】
　しかし、図１４のようにバックライトの走査を行ったとしても、バックライト領域の境
界部での色ムラが生じる。バックライト領域の分割数は、表示パネルの縦方向の副画素数
よりも少ない。例えば、表示パネルの解像度がフルＨＤであった場合、縦方向の副画素数
（行数）は１０８０となるが、バックライトを１０８０領域に分割することは現実的でな
い。そのため、１つのバックライト領域は、複数行の副画素を照明することとなる。例え
ばフルＨＤ解像度の液晶表示装置において、バックライト領域を４つに分割した際は、１
つのバックライト領域には２７０行が含まれることとなる。このとき、バックライト領域
の最上段と最下段では、やはり液晶表示パネルの走査の時刻が異なる。これが、バックラ
イト領域境界部での色ムラの原因となる。
【００９３】
　例えばバックライト最上段のバックライト領域の時刻ｔ１の状況について説明する。こ
のとき、バックライト領域の上部では、液晶表示パネルに第１フィールドのデータが表示
され、第１バックライト光１３１で照明されるため、正常なカラー表示が行える。一方で
、バックライト領域の下部では、液晶表示パネルはまだ走査されていないため、ひとつ前
のフレームの第２フィールドのデータが表示されたままである。しかし、当該エリアは第
１バックライト光１３１で照明されるため、やはり誤ったカラー表示が行われることとな
る。この現象は、時刻ｔ２には解消されることとなるが、短時間でも誤ったカラー表示が
行われることとなるため、画面上に色ムラとなって現れる。
【００９４】
　図１５は、本発明の第１実施形態の液晶表示装置１００のバックライト３６０に適用さ
れるバックライトの走査について説明するための図である。バックライト３６０の各領域
で第１バックライト光１３１と第２バックライト光１３２を切り替える際に、１回双方の
バックライトを消灯させる。更に消灯動作は、液晶表示パネル２００の走査と連携させる
。具体的には、バックライトの領域が照明する液晶表示パネル２００の表示領域の走査が
開始する前に、第１バックライト光１３１と第２バックライト光１３２の双方を消灯させ
、表示領域の走査が終了した後に、どちらか一方の再度バックライト光を点灯させる。図
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１５に示すようなバックライトの走査を行うことで、領域境界での色ムラの発生を回避す
ることができる。更に、バックライトを消灯させるため、表示装置の所謂動画ぼやけを低
減することもできる。
【００９５】
　なお、図１５では、後述するトレース駆動を実施しない液晶表示装置の例を示したが、
トレース駆動を実施した液晶表示装置でも同様に本バックライトを適用することができる
。
【００９６】
［第２実施形態］
　図１６は、本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１１の画素構
成を示す図である。図１７は、図１６の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の
動作のタイミングを示すタイミングチャートである。なお、第１実施形態とは、液晶表示
パネルの構成と動作のタイミングチャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であ
るため、その他の構成の説明は省略する。
【００９７】
　第１実施形態では、１つの走査信号線に、ＢとＹの２種の副画素を交互に接続していた
が、本実施形態では、１つの走査信号線には、Ｂ、Ｙいずれか一種の副画素のみを接続し
ている。更に、Ｂ画素のみを接続した走査信号線と、Ｙ画素のみを接続した走査信号線と
を、交互に配置している。具体的には、走査信号線Ｇ２には、副画素Ｐ（２，１）、Ｐ（
２，２）、Ｐ（４，１）、Ｐ（４，２）などを接続する。一方、走査信号線Ｇ３には、副
画素Ｐ（１，２）、Ｐ（１，３）、Ｐ（３，２）、Ｐ（３，３）などを接続する。これに
より、Ｂ画素、Ｙ画素のいずれか一方を選択的に更新することができる。
【００９８】
［第３実施形態］
　図１８は、本発明の第３実施形態に係る液晶表示装置の走査信号線及びデータ信号線の
動作のタイミングを示すタイミングチャートである。本実施形態においては、第２実施形
態とおなじ液晶表示パネル４１１を使用している。なお、第２実施形態とは、動作のタイ
ミングチャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であるため、その他の構成の説
明は省略する。
【００９９】
　Ｙ画素は、第１フィールドと第２フィールドで、表示するべき色が異なるため、フィー
ルドごとにデータを更新する必要がある。これに対し、Ｂ画素は、第１フィールド及び第
２フィールド共に、青を表示するため、フィールド毎にデータを更新する必要がない。言
い換えれば、第１フィールド及び第２フィールドのいずれか一方でデータを更新すればよ
い。
【０１００】
　例えば、図１８に示すように、第１フィールドでは、全ての走査信号線を選択して、Ｂ
画素及びＹ画素の両者のデータを更新する。しかし、第２フィールドでは、Ｙ画素を接続
した走査信号線Ｇ１、Ｇ３及びＧ５のみを選択することで、Ｙ画素のみを更新する。Ｂ画
素を接続した走査信号線Ｇ２及びＧ４は選択しない。更に、第２実施形態の図１７で、走
査信号線Ｇ２及びＧ４を選択していた期間は、各データ信号線にはデータ電圧を供給しな
い、あるいはダミーの電圧を供給することとする。
【０１０１】
　このような構成とすると、第２フィールドにおけるデータ信号線のデータ電圧供給回数
ないし、データ電圧変化の頻度が削減される。これにより、データ信号線駆動回路の消費
電力を削減することができる。
【０１０２】
［第４実施形態］
　第３実施形態では、第２フィールドにおいて、Ｂ画素の走査信号線を選択しない、非選
択期間を設けた。しかし、この非選択期間を設けることは、無駄と考えることもできる。
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非選択期間に充てていた時間を、他の走査信号線の選択期間（書込み時間）を延長するこ
とに用いることができれば、データ電圧の書込み不足が発生しにくくなり、高リフレッシ
ュレート駆動化に有利である。しかし、単純に無駄時間を削減することはできない。
【０１０３】
　図１９～２１は、上述の課題の解決方法について説明するための図である。図１９は、
図８等のタイミングチャートを画面全体を示すものに書き直した図である。横軸は時間で
あり、縦軸は液晶表示パネルの走査位置が示されている。また、垂直同期信号を併記して
いる。図１９に示されるように、１フレーム期間は時刻ｔ１～ｔ９であるとすると、第１
フィールドを時刻ｔ１～ｔ５であり、画面の最上段から最下段にかけて各走査信号線を選
択してデータ電圧が書き込まれる（走査する）。この走査を１１０１に示す。また、第２
フィールドは時刻ｔ５～ｔ９とし、同様に走査する。この走査を１１０２に示す。
【０１０４】
　一方、図２０は、図１８を用いて説明した、第２フィールドの非選択期間をなくした場
合の走査の一例である。図１８の非選択期間は、走査信号線２本に対し１本の割合で発生
していた。この非選択期間をなくすと、１画面の走査は２倍の速度で実行できることとな
る。例えば図２０のように、時刻ｔ５に第２フィールドの走査を開始すると、時刻ｔ７に
は１画面の走査が完了する。この走査を１１０４に示す。第１フィールドの走査は、図１
９の例と同じである。この走査を１１０３に示す。この場合、表示画面の上下で、輝度や
色の傾斜が発生してしまう。例えば、第１フィールドのデータが保持される期間は、画面
の最上段では、時刻ｔ１～ｔ５の長さを持つが、画面の最下段では、時刻ｔ５～ｔ７の長
さしかない。同様に、第２フィールドのデータが保持される期間は、画面最上段ではｔ５
～ｔ９、最下段ではｔ７～ｔ１３となり、両者の長さが異なっている。すなわち、画面の
上部と下部で、データが保持される期間が均等でなくなってしまい、輝度や色の傾斜の発
生を招く。
【０１０５】
　図２１には、この課題を解決する方法が示されている。上述のように、非選択期間をな
くした際の輝度傾斜、色傾斜の課題は、第１フィールドと第２フィールドを別個に実施す
る限り、不可避である。しかし、第１フィールドと第２フィールドの走査を交互に実施す
ることで、この課題を解決することができる。
【０１０６】
　第１フィールドは、時刻ｔ１～時刻ｔ９までかけて実施する。この走査を１１０５に示
す。一方、第２フィールドは、時刻ｔ５～時刻ｔ１３までかけて実施する。この走査を１
１０６に示す。ここで、時刻ｔ５～ｔ９にかけて、第１フィールドと第２フィールドがオ
ーバーラップする。このとき、両者の走査を同時に実施するのではなく、両者を交互に実
施する。
【０１０７】
　ここで、第１フィールド及び第２フィールドにおいて、走査信号線選択期間の長さを適
切に設定することで、画面の上部と下部で、データ保持期間を均等にすることができる。
ここで、第１フィールドを、第２フィールドが追いかけるように駆動することから、本手
法をトレース駆動と呼ぶ。以下、図２２及び２３を用いてトレース駆動についてより詳細
に説明する。
【０１０８】
　図２２は、本発明の第４実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１２の画素構
成を示す図である。図２３は、図２２の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の
動作のタイミングを示すタイミングチャートである。なお、第１実施形態とは、液晶表示
パネルの構成と動作のタイミングチャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であ
るため、その他の構成の説明は省略する。
【０１０９】
　第３実施形態では、第１フィールドにおける１画面分の走査が完了した後に、第２フィ
ールドの１画面分の走査を実施していた。すなわち、第１フィールドと第２フィールドは



(19) JP 2011-128562 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

独立していた。これに対し、第４実施形態では、図２３に示すように、第１フィールドと
第２フィールドをオーバーラップさせる点が異なっている。
【０１１０】
　時刻ｔ１～ｔ３の期間に、走査信号線Ｇ１及びＧ２を選択し、第１フィールドのデータ
を書き込む。続いて時刻ｔ３～ｔ４に走査信号線Ｇ５を選択し、第２フィールドのデータ
を書き込む。以降同様に、時刻ｔ４～ｔ６，ｔ７～ｔ８には第１フィールド、時刻ｔ６～
ｔ７、ｔ９～ｔ１０、ｔ１２～ｔ１３には第２フィールドのデータを書き込む。
【０１１１】
　上述のように、第１フィールドと第２フィールドのデータ電圧を交互に書き込み、更に
書き込み時間を適切に調整することで、第１フィールドの走査速度と、第２フィールドの
走査速度が同等になるように制御することができる。これにより、画面の上下で輝度や色
の傾斜を抑制することができる。
【０１１２】
　第２実施形態及び第３実施形態の構成では、１フレーム期間Ｔに、全ての走査信号線を
２回ずつ選択するように、選択期間の長さを設定していた。これらの実施形態では走査信
号線が５本であったため、走査信号線１本あたりの選択期間は、１／１０×Ｔであった。
これに対し、本実施形態では、５本の走査信号線のうち、Ｂ画素を接続した２本の走査信
号線は選択しなくてもよく、１フレーム期間に走査信号線を８本（＝５×２－２）選択す
ればよい。そのため、走査信号線１本あたりの選択期間は、１／８×Ｔまで延長してもよ
いこととなる。
【０１１３】
　なお、本実施形態では、最下段の走査信号線Ｇ５を選択した後、時刻ｔ８～ｔ９の間に
、非選択期間を設けた。これは第２フィールドにおける走査信号線の走査間隔を一定に保
つための処置である。第１フィールドでは最下段の走査信号線以外は、２本ペアで選択し
ている。しかし走査信号線数は奇数であるため、最下段だけ、１走査期間分の間隔を空け
、他の走査信号線とバランスをとったものである。
【０１１４】
　第２実施形態及び第３実施形態の構成では、縦方向の解像度（＝副画素の数）がＮ（Ｎ
は自然数）である表示装置の場合、走査信号線の総数はＮ＋１となり、走査信号線１本あ
たりの選択期間は、１／（２×Ｎ＋２）×Ｔとなる。これに対し、第４実施形態では、Ｙ
画素を接続する走査信号線の数はＮ／２＋１、Ｂ画素を接続する走査信号線の数はＮ／２
であるため、１フレーム期間に走査すべき走査信号線の数は、３／２×Ｎ＋２（＝（Ｎ／
２＋１＋Ｎ／２）×２－Ｎ／２）本となり、走査信号線１本あたりの選択期間は、１／（
３／２×Ｎ＋２）×Ｔまで延長できる。いわゆるフルＨＤ解像度ではＮ＝１０８０である
ため、第４の実施例では、第２実施形態及び第３実施形態に比べ、走査信号線１本あたり
の選択期間をおおよそ１．３倍まで延長とすることができる。すなわち、データの書込み
時間に余裕ができるため、高リフレッシュレート化に有利となる。このように、トレース
駆動に対応した表示装置は、そうでない表示装置に比べ、書き込み時間を長くすることが
可能であり、高リフレッシュレート化し易いという利点がある。
【０１１５】
　なお、同じフレームに開始される第１フィールドと第２フィールドでは各画素の極性を
変化させないようにすることが必要である。本実施形態においては、図２３に示されるよ
うに、時刻ｔ１～ｔ３、ｔ４～ｔ１０、ｔ１２～ｔ１３は、同一フレームに開始されるフ
ィールドであるため、極性信号を同じくする。一方、時刻ｔ３～ｔ４は、ひとつ前のフレ
ームに開始されるフィールドであり、時刻ｔ１０～ｔ１２はひとつ後のフレームであるた
め、極性を異ならしめる。
【０１１６】
［第５実施形態］
　図２４は、本発明の第５実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１３の画素構
成を示す図である。なお、第１実施形態とは、液晶表示パネルの構成と動作のタイミング
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チャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であるため、その他の構成の説明は省
略する。
【０１１７】
　本実施形態では、２行の副画素を１単位とし、１単位あたり、走査信号線を３本配線し
ている。この２行の副画素の上、中央、下に走査信号線を配置する。上の走査信号線には
、２行の副画素の上段のＹ画素を接続し、中央の走査信号線には、２行の副画素のＢ画素
を接続し、下の走査信号線には、２行の副画素の下段のＹ画素を接続する。具体的には、
走査信号線Ｇ１には、１行目のＹ画素を接続する。走査信号線Ｇ２には、１行目と２行目
のＢ画素を接続する。走査信号線Ｇ３には、２行面のＹ画素を接続する。
【０１１８】
　また、１単位内の上下に隣接する２つの副画素は、それぞれ副画素を挟む左右のデータ
信号線にそれぞれ接続する。このとき、一方を左のデータ信号線に接続した際は、他方を
右のデータ信号線に接続する。さらに、他の色の副画素１行を挟んで隣接する同色の副画
素同士では、一方を左のデータ信号線に接続した場合、他方を右のデータ信号線に接続す
る。具体的には、副画素Ｐ（１，１）は走査信号線Ｇ１とデータ信号線Ｄ１に、副画素Ｐ
（１，２）は走査信号線Ｇ３とデータ信号線Ｄ２に、副画素Ｐ（３，１）は走査信号線Ｇ
１とデータ信号線Ｄ４に、副画素Ｐ（３，２）は走査信号線Ｇ３とデータ信号線Ｄ３に接
続する。同様に、副画素Ｐ（２，１）は走査信号線Ｇ２とデータ信号線Ｄ２に、副画素Ｐ
（２，２）は走査信号線Ｇ２とデータ信号線Ｄ３に、副画素Ｐ（４，１）は走査信号線Ｇ
２とデータ信号線Ｄ４に、副画素Ｐ（４，２）は走査信号線Ｇ２とデータ信号線Ｄ５に接
続する。上述のような構成とすることで、データ信号線駆動回路３２０を適用することが
できる。
【０１１９】
　図２５は、図２４の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミング
を示すタイミングチャートである。Ｙ画素を書き込む際は、上下２本の走査信号線を同時
に選択する点がこれまで説明した他の実施形態と異なる。例えば走査信号線Ｇ１とＧ３、
Ｇ４とＧ６を同時に選択する。
【０１２０】
　なお、トレース駆動によって、Ｙ画素をフィールド毎に更新する一方、Ｂ画素を２フィ
ールドに１回更新する駆動を実現できる構成であることは、第４実施形態と同様である。
更に、本実施形態の場合、縦方向の解像度Ｎが偶数であれば、Ｙ画素を駆動する走査信号
線の数も偶数となるため、第４実施形態の場合に発生していた、最下段の走査信号線を選
択した後の非走査期間が不要となる、という利点がある。本構成においても、Ｎが充分大
きい場合、例えばフルＨＤ解像度の表示装置においては、走査信号線の選択期間の長さを
トレース駆動のない場合に比べ約１.３倍とすることができる。
【０１２１】
　図２６は、第５実施形態において、トレース駆動を適用しなかった場合の動作の変形例
を示すタイミングチャートである。Ｙ画素及びＢ画素共に、１フレームに２回ずつ更新す
る。このように、第５実施形態の表示装置は、トレース駆動の適用／非適用を切替て使用
することができる。
【０１２２】
［第６実施形態］
　図２７は、本発明の第６実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１４の画素構
成を示す図である。図２８は、図２７の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の
動作のタイミングを示すタイミングチャートである。なお、第１実施形態とは、液晶表示
パネルの構成と動作のタイミングチャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であ
るため、その他の構成の説明は省略する。
【０１２３】
　これまで説明した実施形態では、左右に隣接する副画素間には、データ信号線を１本ず
つ配線していたが、第６実施形態では、図２７に示されるように、隣接する副画素間に、
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データ信号線を２本ずつ配線している。また、ＴＦＴは走査線毎に異なる位置に配置され
ている。具体的には、奇数番の走査信号線には、４副画素を１単位として、ＴＦＴを左、
左、右、右の順に配置し、偶数番の走査信号線では、同様に４副画素を１単位とし、ＴＦ
Ｔを右、右、左、左の順に配置している。
【０１２４】
　上述のような構成とすることで、データ信号線駆動回路３２０を適用することができる
。本実施形態では、上下に隣接する２行の副画素に対し、同時にデータを書き込むことが
できる。これにより、第１実施形態に比べ、書込み回数を約１／２とすることができる。
言い換えると、データ書込み時間を約２倍とすることができ、高リフレッシュレート駆動
を行うことができる。
【０１２５】
［第７実施形態］
　図２９は、本発明の第７実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１５の画素構
成を示す図である。なお、第１実施形態とは、液晶表示パネルの構成と動作のタイミング
チャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であるため、その他の構成の説明は省
略する。
【０１２６】
　本実施形態では、各行の上下に、走査信号線を１本ずつ配置した点が他の実施形態と異
なっている。各走査信号線には、Ｙ画素とＢ画素の一方のみが接続され、他の副画素を挟
んで左右に隣接する同色の副画素同士では、ＴＦＴが左右に交互で配置されている。上下
に隣接する同色の副画素同士でも、ＴＦＴは左右に異なる位置に配置されている。具体的
には、例えば、副画素Ｐ（１，１）は走査信号線Ｇ１とデータ信号線Ｄ１に、副画素Ｐ（
１，２）は走査信号線Ｇ３とデータ信号線Ｄ２に、副画素Ｐ（３，１）は走査信号線Ｇ１
とデータ信号線Ｄ４に、副画素Ｐ（３，２）は走査信号線Ｇ３とデータ信号線Ｄ３に接続
されている。同様に、副画素Ｐ（２，１）は走査信号線Ｇ２とデータ信号線Ｄ３に、副画
素Ｐ（２，２）は走査信号線Ｇ４とデータ信号線Ｄ２に、副画素Ｐ（４，１）は走査信号
線Ｇ２とデータ信号線Ｄ４に、副画素Ｐ（４，２）は走査信号線Ｇ３とデータ信号線Ｄ５
に接続されている。
【０１２７】
　図３０は、図２９の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作のタイミング
を示すタイミングチャートである。本実施形態では、Ｙ画素にデータを書き込む場合は奇
数番の走査信号線を２本ずつ選択する。また、Ｂ画素にデータを書き込む場合は、偶数番
の走査信号線を２本ずつ選択する。具体的には、時刻ｔ１～ｔ２には、走査信号線Ｇ１及
びＧ３を選択して第１フィールドのＹＧデータを書き込む。時刻ｔ２～ｔ３には、走査信
号線Ｇ２及びＧ４を選択して第１フィールドのＢデータを書き込む。以降、同様に画面下
部まで繰り返す。
【０１２８】
　また、時刻ｔ４～ｔ５には、走査信号線Ｇ１及びＧ３を選択して第２フィールドのＹＲ
データを書き込む。以降、同様に画面下部まで繰り返す。このような駆動を行うことによ
り、トレース駆動を実現できる。
【０１２９】
　図３１は、第７実施形態において、トレース駆動を実施しない場合の変形例を示すタイ
ミングチャートである。この変形例では、トレース駆動を実施せず、第１、第２フィール
ドの双方で、Ｙ画素とＢ画素の両方を更新する。
【０１３０】
［第８実施形態］
　図３２は、本発明の第８実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１６の画素構
成を示す図である。図３３は、図３２の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の
動作のタイミングを示すタイミングチャートである。なお、第１実施形態とは、液晶表示
パネルの構成と動作のタイミングチャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であ
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るため、その他の構成の説明は省略する。
【０１３１】
　図３２に示されるように、２行の副画素を１単位とし、２行の中央に、走査信号線を１
本配線している点がこれまでの実施形態と異なっている。走査信号線には、上下の副画素
が接続されている。一方で、左右に隣接する副画素間に、データ信号線を２本ずつ配線し
ている点は図２７に示した第６実施形態と同様である。走査信号線に接続された副画素は
、４副画素を１単位として、ＴＦＴが左、右、左、右の順に配置され、続く４画素は位置
を反転して右、左、右、左の順に配置し、以降同様に４副画素単位で繰り返す。
【０１３２】
　上述のような構成とすることで、データ信号線駆動回路３２０を適用することができる
。本実施形態では、上下に隣接する２行の副画素に対し、同時にデータを書き込むことが
できる。例えば第１実施形態に比べ、書込み回数を約１／２とすることができる。言い換
えると、データ書込み時間を約２倍とすることができ、高リフレッシュレート駆動を行う
ことができる。
【０１３３】
［第９実施形態］
　図３４は、本発明の第９実施形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネル４１７の画素構
成を示す図である。なお、第１実施形態とは、液晶表示パネルの構成と動作のタイミング
チャートが異なるのみであり、その他の構成は同様であるため、その他の構成の説明は省
略する。
【０１３４】
　上述した第１実施形態から第８実施形態においては、２色の副画素を縦方向にストライ
プ状に配置していた。これに対し、第９実施形態では、２色の副画素を横方向にストライ
プ状に配置している。この配置変更に伴い、２副画素単位で交流化も変更されている。
【０１３５】
　本実施形態では、２副画素単位で交流化されることは共通であるが、上述した実施形態
と比較して９０度回転した配置となっているパタンとしている。具体的には、第１実施形
態から第８実施形態においては、本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置では、走査信
号線方向に沿った方向には２副画素単位（周期は４副画素）、データ信号線に沿った方向
には１副画素単位（周期は２副画素）で交流化していた。これに対し、第９実施形態では
、走査信号線方向に沿った方向には１副画素単位（周期は２副画素）、データ信号線に沿
った方向には２副画素単位（周期は４副画素）で交流化している。
【０１３６】
　しかし、液晶表示パネルのＴＦＴをデータ信号線の左右に配置することで、データ信号
線反転駆動によって２副画素単位で交流化を実現している点は共通である。
【０１３７】
　図３５及び図３６は、図３４の画素構成における走査信号線及びデータ信号線の動作の
タイミングを示すタイミングチャートである。図３５のタイミングチャートは、トレース
駆動を実施しない場合のタイミングチャートであり、図３６のタイミングチャートは、ト
レース駆動を実施した場合のタイミングチャートである。
【０１３８】
［第１０実施形態］
　図３７は、本発明の第１０実施形態に係る液晶表示装置のバックライト５１０の構成を
示す図である。なお、第１実施形態とは、バックライトの構成が異なるのみであり、その
他の構成は同様であるため、その他の構成の説明は省略する。
【０１３９】
　バックライト５１０は、光源を液晶表示パネル２００の側面に配置し、光源から出射し
た光を導光板２４１０で導いて液晶表示パネル２００全体を照明する、所謂サイドライト
型あるいはエッジライト型のバックライトである。光源として、基板２４２０に直線状に
配置したＬＥＤ（発光ダイオード）を用いている。
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【０１４０】
　なお、本実施形態では、基板２４２０を導光板２４１０の１辺に配置する場合を示した
が、２辺、３辺、４辺に配置する構成としても良い。
【０１４１】
　第１実施形態のバックライト３６０と同様に、第１バックライト光１３１を出力するＬ
ＥＤ２４２１と、第２バックライト光１３２を出力するＬＥＤ２４２２の２種のＬＥＤを
混合して配置する。その際、輝度や色のムラの発生をなくすため、２種のＬＥＤを千鳥状
に並べるのが好ましい。
【０１４２】
　あるいは、１つのパッケージで第１バックライト光１３１と第２バックライト光１３２
の２つのバックライト光を発光できるＬＥＤを用いることもできる。この場合、２種のパ
ッケージを混合して並べる必要がないという利点がある。
【０１４３】
　ここで、図３７に示したようなエッジライト型のバックライトでは、第１実施形態に示
した直下型のバックライト３６０と異なり、バックライトを複数の領域に分割して個別に
照明することは困難である。基板２４２０上の光源を個別に発光させても、導光板によっ
て広範囲に照明されるため、一部の領域のみを選択的に照明することができないからであ
る。つまり、エッジライト型のバックライトでは、第１実施形態で適用したような、バッ
クライトの走査が行えないため、第１実施形態の欄において説明したようなカラー表示に
関する不具合が発生してしまう。
【０１４４】
　図３８は、本実施形態のバックライト５１０における、バックライト点灯方法を示す図
である。上述の不具合は、図１３及び図１４を用いて説明したように、表示パネルに表示
するフィールドデータが切替る最中にバックライトを点灯することが原因であるため、本
実施形態では、図３８に示されるように、表示パネルを走査する期間はバックライトを消
灯するように構成する。
【０１４５】
　このとき、図１３で説明したように、第１フィールド、第２フィールド全ての時間を走
査に充ててしまうと、バックライトを点灯することができなくなる。そこで、バックライ
トを点灯する期間を確保するために、液晶表示パネルの走査をより短期間で実施する必要
がある。例えば時刻ｔ１～ｔ３はバックライトを消灯し、表示パネルの第１フィールドに
充てる。続いて表示パネルの走査が終了した時刻ｔ３以降に、第１バックライト光１３１
でバックライトを点灯する。同様に、時刻ｔ５～ｔ７はバックライトを消灯し、液晶表示
パネルの第２フィールドに充てる。続いて表示パネルの走査が終了した時刻ｔ５以降に、
第２バックライト光１３２でバックライトを点灯する。
【０１４６】
　この制御を行うことで、画面全体にわたって液晶表示パネルの表示とバックライトの発
光を正常に対応付けることができ、誤った色が表示されることを防ぐことができる。
【０１４７】
　なお、図３７では、画面の長辺に光源を配置するサイドライト型のバックライトとした
が、画面の短辺に光源を配置することとしてもよい。この場合には、第１実施形態の図１
５と同様にバックライトの走査を行うことができる。
【０１４８】
　上述の実施形態によれば、カラーフィルタを併用したフィールドシーケンシャル方式の
表示装置において、表示パネルの交流駆動を適切に実施し、横スジなどの画質劣化がない
良好な画像表示を得ることができる。
【０１４９】
　更に上述の実施形態によれば、表示装置において、表示パネルの画素の書込み時間を確
保することができる。その結果、高リフレッシュレート駆動時における書込み不足の発生
を抑制して、良好な画像表示を得ることができる。
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【符号の説明】
【０１５０】
　１００　液晶表示装置、１１０　カラーフィルタ、１１０　上フレーム、１２０　下フ
レーム、１３１　第１バックライト光、１３２　第２バックライト光、２００　液晶表示
パネル、２２０　カラーフィルタ基板、２２２　第１カラーフィルタ、２２４　第２カラ
ーフィルタ、２３０　ＴＦＴ基板、３１０　バックライト、３１１　副画素、３１２　画
素、３２０　データ信号線駆動回路、３２１　データ電圧、３３０　走査信号線駆動回路
、３３１　走査信号線選択信号、３４０　タイミング制御回路、３４１　データ信号線駆
動回路制御信号群、３４２　出力表示データ、３４３　走査信号線駆動回路制御信号群、
３４４　バックライト制御信号群、３５０　データ変換回路、３５１　変換制御信号群、
３５２　変換表示データ、３６０　バックライト、３７０　バックライト駆動回路、３７
１　バックライト駆動信号群、３８１　入力制御信号群、３８２　入力表示データ、４１
１～４１７　液晶表示パネル、５１０　バックライト、７１０　ｎ倍速変換回路、７１２
　ｎ倍速表示データ、７２０　フレームメモリ、７３０　フィールドカウンタ、７３１　
フィールドカウンタ値、７４０　ラインカウンタ、７４１　ラインカウンタ値、７５０　
ドットカウンタ、７５１　ドットカウンタ値、７６０　ラインメモリ、７６１　ライン遅
延ｎ倍速表示データ、７７０　セレクタ、７７１　並替表示データ、７８０　演算回路、
８１０　副画素、８２０　副画素、２１００　フレーム、２１１０　領域、２４１０　導
光板、２４２０　基板。

【図１】 【図２】
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【図３０】 【図３１】
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【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】
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【図３６】 【図３７】

【図３８】 【図３９】
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的上侧和下侧的显示面板。提供了一种用于在显示面板上执行具有两个
子像素周期的AC驱动的装置。
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